
 

第１ 総括事項（公益目的事業） 

 

  公社は、愛知県内における上下水道施設及び排水施設等社会インフラの適正かつ効率的な運営管

理等を行うとともに、そこで得た知識及び技術を社会に積極的に移転、拡大して、県内の環境保全

と公衆衛生の向上及び災害の防止を図り、もって地域の健全な発展に寄与することを目的として活

動しました。 

 

第２ 庶務に関する事項 

 

１ 評議員会及び理事会の開催 

開 催 年 月 日 

開 催 内 容 
審   議   事   項 議 決 内 容 

令和２年４月１日(水) 

第 34 回理事会 

決議の省略による 

提案事項１ 

提案事項２ 

提案事項３ 

常務理事の選定について 

重要な使用人の選任について 

第 28 回評議員会の招集について 

原案どおり同意 

原案どおり同意 

原案どおり同意 

令和２年４月 15 日(水) 

第 28 回評議員会 

決議の省略による 

提案事項 役員及び評議員の報酬額の決定につ

いて 

原案どおり同意 

令和２年５月 29 日(金) 

第 35 回理事会 

第１号議案 

第２号議案 

第３号議案 

報告事項 

平成 31 年度事業報告について 

平成 31 年度決算について 

第 29 回評議員会の招集について 

職務執行状況について 

原案どおり承認 

原案どおり承認 

原案どおり可決 

原案どおり了承 

令和２年６月 24 日(水) 

第 29 回評議員会 

第１号議案 

報告事項 

平成 31 年度決算について 

平成 31 年度事業報告について 

原案どおり承認 

原案どおり了承 

令和２年７月 17 日(金) 

第 36 回理事会 

決議の省略による 

提案事項１ 

 

提案事項２ 

第 30 回評議員会の目的である事項

に係る議案について 

第 30 回評議員会の招集について 

原案どおり同意 

 

原案どおり同意 

令和２年７月 21 日(火) 

第 30 回評議員会 

決議の省略による 

提案事項１ 

 

提案事項２ 

評議員の辞任に伴う補欠選任につ

いて 

理事の辞任に伴う補欠選任につい

て 

原案どおり同意 

 

原案どおり同意 

令和３年１月 22 日(金) 

第 37 回理事会 

決議の省略による 

提案事項 第 31 回評議員会の招集について 原案どおり同意 

令和３年２月５日(金) 

第 31 回評議員会 

決議の省略による 

提案事項 役員の報酬額の改定について 原案どおり同意 

  



 

令和３年３月 29 日(月) 

第 38 回理事会 

第１号議案 

第２号議案 

 

第３号議案 

第４号議案 

 

 

第５号議案 

報告事項 

令和３年度事業計画について 

令和３年度収支予算並びに資金調達

及び設備投資の見込みについて 

就業規程の一部改正について 

第 32 回評議員会の目的である事項に

係る議案（評議員、理事の補欠選任及

び理事の選任）について 

第 32 回評議員会の招集について 

職務執行状況について 

原案どおり承認 

原案どおり承認 

 

原案どおり可決 

原案どおり可決 

 

 

原案どおり可決 

原案どおり了承 

令和３年３月 29 日(月) 

第 32 回評議員会 

第１号議案 

～第５号議案 

第６号議案 

～第８号議案 

第９号議案 

報告事項１ 

報告事項２ 

 

報告事項３ 

 

報告事項４ 

評議員の辞任に伴う補欠選任につい

て   

理事の辞任に伴う補欠選任について  

 

理事の選任について 

令和３年度事業計画について 

令和３年度収支予算並びに資金調達

及び設備投資の見込みについて 

公益財団法人愛知水と緑の公社中期

経営計画の策定について 

県関係団体経営改善計画の策定につ

いて 

原案どおり可決 

 

原案どおり可決 

 

原案どおり可決 

原案どおり了承 

原案どおり了承 

 

原案どおり了承 

 

原案どおり了承 

 

 

  



 

２評議員の異動 

異動年月日 評 議 員 名 氏 名 摘 要 

令和２年４月１日 評 議 員 山本 晋 就   任 

評 議 員 荻野 恭浩 就   任 

評 議 員 村瀬 浩之 就   任 

評 議 員 水野 秀彦 就   任 

令和２年７月 21日 評 議 員 高橋 裕輔 辞   任 

評 議 員 舛田 直樹 就   任 

令和３年３月 31日 評 議 員 長谷川 勝正 辞   任 

評 議 員 山本 晋 辞   任 

評 議 員 青木 勉 辞   任 

評 議 員 佐野 武史 辞   任 

評 議 員 牧野 治 辞   任 

 

３理事の異動 

異動年月日 役 員 名 氏 名 摘 要 

令和２年４月１日 理  事 澁木 秀数 就   任 

令和２年７月 21日 理 事 黒田 敏裕 辞   任 

理 事 磯部 悟嗣 就   任 

令和３年３月 31日 代表理事 𠮷田 英生 辞   任 

理  事 高木 淳 辞   任 

理 事 原田 宏 辞   任 

理 事 小久保 健二 辞   任 

 

４監査の実施 

  

実施年月日 事 項 摘 要 

毎 月 例月監査 監事 菅沼 利元 

四半期 四半期監査 監事 
菅沼 利元 

倉本 繫八 

令和２年 5月 26日 
平成 31年度事業報告について 

監事 
菅沼 利元 

平成 31年度決算報告について 倉本 繫八 

 

 

  



 

第３ 令和２年度事業実績の概要 

 

１ 下水道部の事業 

（１）流域下水道施設に関する技術等を活用した事業 

ア 流域下水道運営管理 

愛知県が設置した 11 流域下水道（豊川、五条川左岸、境川、衣浦西部、矢作川、衣浦東部、

日光川上流、五条川右岸、新川東部、日光川下流及び新川西部）について、指定管理者として、

適正な運営管理事業を実施し、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図りました。 

豊川浄化センターと矢作川浄化センターで、冬場に低下傾向を示す三河湾の栄養塩類の濃度

を回復させ、漁業生産の維持安定化を図るため、９月から３月までの７カ月間、リン濃度を適切

に管理する試験運転を行いました。 

アセットマネジメントシステム(ISO55001)を全流域で運用して、業務の改善に意欲的に取り

組みました。 

（ア）水処理業務 

各市町より流入する下水を適切に処理し、良好な処理水質を確保するため以下の業務を実施

しました。 

ａ  汚水ポンプ、最初沈殿池、反応槽、最終沈殿池、薬品混和池、ブロワなど各設備の運転操作、

監視、点検、調整及び修繕を行いました。 

ｂ 汚水の各処理段階での状況確認や調査分析結果などを基に、コスト低減及び、省エネルギー

等に考慮した処理計画を立案し、運転管理を行いました。また、流入水の水質や水量の変動に 

対して迅速な状況判断による運転操作を行い、適切な処理を実施しました。 

ｃ  放流水質については、各種の分析試験及び測定を行い、法令等の基準の遵守を確認しました。 

（イ）汚泥処理業務 

水処理の過程で発生した汚泥の適切な処理処分を行う為、以下の業務を実施しました。 

ａ 濃縮槽、脱水機、汚泥焼却設備など各設備の運転操作、監視、点検、調整及び修繕を行いま

した。 

ｂ 発生した汚泥について成分等の分析を行い、処理処分に対する法令等の基準の遵守を確認し

ました。 

ｃ 汚泥の有効利用として、民間企業によりセメントや肥料等の原料として再生利用しました。 

（ウ）計測点監視業務 

計測点における水量、水質についてテレメータによる常時監視と定期巡回を実施し、流量の測

定、悪質下水の監視及び流入防止に必要な措置を講じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度 流入水量及び汚泥発生量 

 

浄化センター名 
流入水量（千ｍ３） 汚泥発生量（ｔ） 焼却灰発生量（ｔ） 

豊川浄化センター 26,853 12,956 1,182 

五条川左岸浄化センター 27,571 16,596 669 

境川浄化センター 60,753 46,489 ─ 

衣浦西部浄化センター 21,310 16,449 913 

矢作川浄化センター 85,201 63,097 2,581 

衣浦東部浄化センター 9,692 8,515 ─ 

日光川上流浄化センター 14,991 11,585 ─ 

五条川右岸浄化センター 9,936 8,222 ─ 

新川東部浄化センター 4,056 3,480 ─ 

日光川下流浄化センター 6,983 5,046 ─ 

新川西部浄化センター 1,205 1,141 ─ 

合     計 268,552 193,576 5,345 

※表示桁数未満は四捨五入のため、合計値と合わないことがあります。 

 

イ 汚水及び汚泥の処理方法の調査研究 

効率的で安定的な維持管理に資するため、汚水処理及び汚泥処理などに関して、以下のテーマ

で調査研究を行いました。 

（ア） 濃縮汚泥移送における圧力損失に関する研究 

（イ） 場内汚水管の管理方法に関する調査研究 

 

（２）下水道に関する技術及び知識の普及・啓発、技術支援事業 

ア 下水道知識等の普及啓発活動 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、例年実施している夏休み親子下水道教室を中

止するとともに、下水道出前講座、普及啓発イベントも多くが中止となりましたが、感染拡大状

況に応じて対策を講じながら以下の活動を行いました。 

広く県民の皆さまに下水道への理解と関心を深めていただくとともに、下水道への接続利用

の促進を目的として、各浄化センターで「処理場見学」を開催しました。 

また、県が小学校へ出向いて下水道の授業を行う「下水道出前講座」、県主催の「普及啓発イ

ベント」に協力しました。 

その他、東海学園大学において、管理栄養士を目指す学生を対象に特別講義を実施し、啓発活

動を行いました。 

（ア）処理場見学     

     見学者：1,228名 

（イ）夏休み親子下水道教室  

中止 

（ウ）下水道出前講座（県への協力） 

参加者：５校 302名   



 

（エ）普及啓発イベント (県への協力）   

     来場者数：延べ 112名   

（オ）東海学園大学の特別講義 

     実施日：令和２年７月 21日(火) 受講生：85名 

東海学園大学で下水道（厨房排水）について講義することで、環境に与える負荷について啓発

を行いました。 

 

イ 下水道科学館（愛称メタウォーター下水道科学館あいち）の運営管理 

アクティオ（株）との共同体で指定管理者として運営管理を行っている下水道科学館について、

令和２年３月２日から５月 19日の間は新型コロナウイルス対策で臨時休館とし、例年行ってい

る活動については中止や縮小したなかで新型コロナウイルス感染防止対策を徹底し、来館者の

安全を第一に運営管理しました。 

８月「夏だ！ワクワク科学館まつり」、１月「エッピー祭」を始め、さまざまなイベントや体

験学習会、観察会などの下水道と水環境に関する啓発事業を行い、利用促進に努めました。 

特に、「エッピー祭」は開館 20周年を迎えた記念行事として開催し、バーチャルイベントとし

て催事のネット配信なども取り入れ、現地での参加ができない方にも楽しめる企画としました。

(利用者数：38,506名 うち団体 159団体 4,012名) 

また、ネーミングライツパートナーであるメタウォーター(株)とともに、展示物の充実やイベ

ントを行いました。 

 

ウ 下水道研究報告会・下水道技術講習会の開催等 

県内自治体等の下水道関係職員を対象に、下水道に関する知識や技術を高めることを目的に、

次に掲げる事業を実施しました。 

研究報告会、技術講習会は、従来の会場開催に加え、感染防止の観点からライブでのネット配

信により同時開催しました。 

（ア）下水道研究報告会 

下水道に関する調査研究成果の報告会を開催しました。 

開催日：令和３年２月 12日午前 参加者数：63名（うちネット配信参加 32名） 

（イ）下水道技術講習会 

外部から講師を招き、下水道事業に関わる様々な情報を提供する講習会を開催しました。 

開催日：令和３年２月 12日午後 参加者数：64名（うちネット配信参加 33名） 

（ウ）下水道技術研修会 

流域関連市町などの下水道関係者を対象とした水質管理や汚泥処理技術、事業場排水監視に

関する技術研修会を開催しました。 

管理課で開催する研修会は、感染防止の観点から研修動画のネット配信に置き換えて実施し

ました。 

開催回数９回 参加者数：延べ 106名 

       配信動画聴講回数：108件 

（エ）講師の派遣 

中部地方下水道協会主催の技術技能研修へ３名の講師を派遣しました。 

エ 自治体下水道事業への技術支援事業 



 

県、市及び日本下水道事業団から業務を受託し、技術的な支援を行いました。 

（ア）矢作川流域下水道事業のうち施工管理業務(機械・電気設備工事)(愛知県) 

（イ）豊川浄化センター汚泥処理 施設等整備・運営事業の内 運営維持管理業務におけるモニタリ

ング業務（愛知県） 

（ウ）合流改善水質検査業務（刈谷市） 

（エ）日本下水道事業団との連携による県内自治体への技術援助 

（東海市、尾張旭市、長久手市） 

 （オ）稲沢市平和浄化センター水質分析業務（稲沢市） 

  



 

２ 水道緑地部の事業       

（１）水道施設等運営管理事業 

県営水道用水供給事業の施設並びに県営工業用水道事業の水源(佐布里池)及び施設に関連す

る業務を受託し、実施しました。 

ア 機器点検・測定業務 

浄水場等の水質計器、無停電電源装置及び電食防止設備の点検・測定を実施しました。 

 設  備 内   訳 設 置 施 設 

点検 

(1,287台) 

水 質 計 器 

（397台） 

 濁度計 98台、PH計 118台 

 残塩計 113台、その他 68台 

高蔵寺浄水場 

始め 70施設 

無停電電源装置 

（469台） 

 充電装置 205台、蓄電池 205台 

 インバータ 59台 

高蔵寺浄水場 

始め 137施設 

電 食 防 止 設 備 

（421基） 

 整流器 343基、排流器 31基 

 ボンド 47基 
管路 969km 

測定 
電 食 防 止 設 備 

（2,805箇所） 

 管対地電位 2,583箇所 

 陽極発生電流 222箇所 

 

 イ 佐布里水源の森関連業務       

    佐布里池周辺の樹木管理等の環境整備を実施しました。 

業 務 内 容 数  量 内 訳 

草刈・寄植剪定・伐竹 152,996㎡ 
草刈 146,698㎡、寄植剪定 1,828㎡ 

伐竹 4,470㎡ 

樹木剪定・植栽撤去 190本 樹木剪定 111本、植栽撤去 79本 

希少植物保全管理 １式   

ダム周辺清掃 54,098㎡   

水の生活館受付・清掃 １式   

  



 

（２）排水機場等運営管理事業 

日光川排水機場始め６排水機場及び日光川水閘門の、運転操作及び点検整備の業務を受託し、

実施しました。 

区  分 
増水運転 

操作回数 

増水運転 

時間 

管理運転 

操作回数 

日光川排水機場 

584回 

29回 128時間  

175回 

19回 

日光川河口排水機場 16回 65時間  24回 

筏川排水機場 369回 1,059時間  0回 

蟹江川排水機場 142回 255時間  27回 

西中野排水機場 13回 19時間  55回 

尾西排水機場 15回 15時間  50回 

日光川 

水閘門 

水 門 
2,142回 

372回  

閘 門 1,770回 

 

（３）上記の（１）、（２）の事業に関する技術及び知識の普及・啓発に関する事業 

ア 水道知識等の普及活動 

市町水道職員等への水道知識の普及を目的に実施する、講演会及び研修ですが、令和２年度は

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止しました。 

催 行 開 催 日 内      容 参 加 者 

講演会 
中止   

中止   

電気防食 

研修 
中止   

水道技術 

基礎研修 

中止 
  

市町若手

水道職員 

 

中止  

 

イ 水道に関する啓発活動 

水の大切さや水源保全について理解と関心を深めていただく目的で、県等関係機関と連携し

て実施する啓発活動ですが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため中止し

ました。 

イ ベ ン ト 名 実施時期 実施場所 啓 発 対 象 者 

リバーサイドフェスティバル 中止   

水道週間 中止   

矢作川清掃活動 中止   

佐布里池梅まつり 中止   

 

 

 

 



 

ウ 水害に関する啓発活動 

県が実施する排水機場及び水閘門の役割や水害に対する知識の啓発活動を補佐する業務です

が、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、令和２年３月以降、一般見学者の受入れは停

止しています。なお、県が実施した視察者への説明補助は実施しました(総来場者 296人)。 

 


